
























































































































































































































日経「私 属歴書」で、丸紅春名氏少し書いておられます。書院卒業者の若くても白才位、愛大も設立叩 近くになり、相年代の掠子を後世へ伝える必要は充分にあります で、このような出版企画は意味があると思い（一般書店で売られたことも含めて・：）．愛知県刈谷市会社員H氏（閃 ）中学生時代に同文書院への進学を夢見たことのある者にとって、その歴史が解り、青春時代を思い出させる読物です。公平かつ客観的な記述だと思います。問年前に上海に行ったときに、ト．海交通大学を訪れ、そこが火災のあ終戦までの同文書院の仮住まいであったことを知り、何故か淋しさを覚えました。同文書院に関係する書籍の目録
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を発行
し
てください
。
－東京都世田谷区会社員
O氏
（釘才
）
旧東
盟問文句院大学在籍のため、非常
に興味をもって伴見
。
附潔に分か
り易
くまとめられていると思う
。多くの人
に
PR
したい
。
－愛知県豊橋市無隠
S氏（
W才）
同文住院と愛知大学との関係がよく分かり、自分も
（旧制
）
卒業
（5期生）で、よい大学を卒業したと思
っております
。
現在、北京、上海、台
湾
、香港の中国
人
の友人とも文通があ
り
、
中国とのつながりが切れません
。
小生、小学
4年の時に上海に渡り、上
商を
卒業
、北京恢弘塾で中凶担
問を
マス
ターし、愛知大 創設と同時に予科
I
年に転入学したものです
。
－愛知県西春日井郡高校教員
K氏（切才
）
前から愛大が中国と関係が深い 附いていました
。
その山来がよく分か
り
ま
した
。
中国調査旅行など中関研究が行
われていたことなどよく分かりました
。
．岐阜県般阜市歯科医師
M氏（臼才）
愛知大学から、
こ
れらの人物のような
立派な人が多く育つことを願
ってやみ
ません
。古い伝統をパネに
し
て
。
－
広島県
廿日市市無綴
Y氏
（万才
）
引払は同文秒院の出’妙であるが
、本位に
よって改めて同文書院の本質について認識を新たにした
。
－福岡県春日市祭職
O氏（花才）
有設で、興味もありました
。
－福岡県 市無職
S氏（
列才）
今後の学生減少傾
向に備え、愛大が同
校独自性、学風のユニークさを
PR
す
るために編纂したものとみられるが、同校を結ぶ絶好の語部を利たことにより
、
なかなかに滋得力におむ
PR
誌に
な
ったというより、
一種の麿史舎とも
いえ
る域に達したといえる
。
－東京都三鷹市無職
H氏｛万才）
大変
、結俄です
。
今後とも宜しく頑張
って良い出版をしてください
。
－愛知県春日井市大学教員
M氏
（釘才
）
愛知大の起源が京班同文作院にある
こ
とは、朝日の記事を見るまで知りませんでした
。
名古屋へくるまで、愛知大
の名すら知らなかったのですから
。
し
かしの院の名は学生時代より承知してお
り
、大陸に雄飛する足掛りとして、
また東亜名に象徴されるように、西欧に対し亜細亜を主張するものとして関心がありました
。
本品世の中に「性院と
愛知大学との凶係を強制削しすぎ といけない
」と
ありましたが、書院の
立派
な伝統は消し縫いものであり、それを強調すべきだと思っています
。
－宮崎県延岡市無聡
H氏
（汚才
）
東部此同文書院の卒業生ですから、感慨一入というところです
。
－京都府船井郡無関鞘
T氏（花才）
来援問文科院と変知大学の凶述がよく理解できま
した。
－新潟県新潟市会社役員
K氏
（花才
）
骨院時代を思い出し、大変感激しています
。
－岡山県総枝市無礎
M氏（
ω才）
山口院
nm
生徒
（昭和
日年卒
）とし
て、
よく綴められた略史のような感じで懐かしく拝読
。頭の図い融通のきかない
文部省官料でない
（外務省
）
このよう
な会寮
制、教授と夜
昼
なく交遊できる
役院のような学校があ
っ
てよいと忠
、内
J
。
－大阪府河内長野市大学教員
K氏（刊才）
東亜同文住 卒業生として、大変熔しい発刊でした
。
と同時に愛知大学への
特別な愛着心が湧いてきました
。
準母
校的な気持ち い
っぱいです
。
母校な
き今とな
っ
ては
・：
。
数多くの感想が寄せられました
。
その全てを拘織することが出来なかったことをお詫び致します
。
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